
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

令

和

二

年

五

月

十

九

日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期

す
べ
き
で
あ
る
。

一

人
手
不
足
で
厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
物
流
業
界
の
生
産
性
向
上
の
た
め
、
新
た
な
特
殊
車
両

の
通
行
制
度
を
創
設
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
者
が
利
用
し
や
す
く
障
害
に
も
強
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
速
や
か
な
施
行
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
な
制
度
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
現
行
の
通
行
許
可
制
度
に
お
け
る
審
査
の
迅
速
化
を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
。

二

新
た
な
特
殊
車
両
の
通
行
制
度
の
利
用
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
の
搭
載
を
要
件
と
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
．
０
の
普
及
に
向
け
た
支
援
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
．
０
を
通
じ
て
把

握
し
た
通
行
情
報
や
重
量
計
の
計
測
記
録
等
を
活
用
し
、
過
積
載
等
の
違
反
防
止
の
た
め
の
措
置
を
適
確

に
講
ず
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
道
路
の
維
持
管
理
や
渋
滞
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
車
載
型

重
量
計
の
国
内
で
の
実
用
化
及
び
普
及
促
進
に
向
け
て
、
事
業
者
に
対
す
る
助
成
措
置
な
ど
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

三

物
流
の
効
率
化
、
生
産
性
向
上
、
安
全
性
確
保
等
に
資
す
る
た
め
、
特
定
車
両
停
留
施
設
と
し
て
、
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
付
け
替
え
等
の
た
め
の
中
継
地
点
や
隊
列
走
行
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
形
成
・
分



離
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
事
業
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
物
流
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
こ

と
。
ま
た
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
の
交
通
へ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用

者
の
利
便
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

交
通
結
節
拠
点
と
な
る
特
定
車
両
停
留
施
設
に
つ
い
て
、
道
の
駅
と
同
様
に
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
提

供
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
等
、
利
用
者
に
対

し
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

五

障
害
者
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の
中
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
特
定
車
両
停
留
施
設
に
お
い
て
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
を
設
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者
が
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
合
理
的
配
慮
を
推

進
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
と
な
る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
で
は
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
引
き
出
せ
る
よ

う
柔
軟
な
運
用
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
地
方
公
共
団
体
、
地
域
の
民
間
事
業
者
等
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
方
創
生
に
も
資
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
構
築
に
向
け
た
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

七

自
動
運
行
補
助
施
設
に
つ
い
て
、
自
動
運
転
技
術
に
係
る
国
際
基
準
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
も
の
と
な

る
よ
う
基
準
の
整
備
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
今
後
の
自
動
運
転
技
術
の
急
速
な
進
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
自
動
運
転
車
両
専
用
の
走
行
空
間
の
確
保
を
始
め
と
し
た
自
動
運
転
社
会
に
お
け
る
道



路
空
間
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

八

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
で
公
共
交
通
事
業
の
縮
小
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
道
の
駅
を
活
用
し
た
中
山
間
地
域
に
お
け
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

つ

い

て

は

、

高

齢

者

な

ど

利

用

者

の

確

実

な

地

域

の

移

動

手

段

と

な

る

よ

う

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と
。

九

災
害
に
強
い
道
路
を
構
築
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
道
路
の
維
持
・
修
繕
を
担
う
技
術
者

の
確
保
及
び
育
成
へ
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
災
害
に
対
す
る
即
応
力
を
高
め
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
や
復
旧
作
業
を
行
う
建
設
業
者
と
の
連
携
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
の
体
制
の
充
実
を
図

る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


